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研究成果の概要（和文）：グローバル化が日本の高等教育にもたらした変革の一つに「英語で講義をすること」
がある。本研究では、理工系講義について、アメリカの大学での英語講義と日本の大学での日本語講義を比較分
析してそれぞれの特徴を特定するために、日米の講義コーパスを構築するとともに、同コーパスを用いて講義構
造を自動解析するプログラムを開発した。解析の結果、両者には講義の説明に用いられる用語の抽象性と文脈性
に相違が見られることが明らかになった。このことは、講義を媒体とした知識伝達と知識構築の過程が日米で異
なることを意味し、どのように教授するかという教育文化の違いの介在を示唆している。

研究成果の概要（英文）：One of the effects of globalization on higher education in Japan is the need
 to deliver lectures in English. This research project compared lectures in science and engineering 
delivered at Japanese and American universities by building corpora of Japanese and English lectures
 and developing software to analyze the lecture structures. The results revealed differences in the 
abstractness of terminology used as well as the context of the lectures. Thus, Japanese and American
 universities appear to display differences in educational culture with respect to how knowledge is 
transmitted and constructed in higher education.
The closer examination of lectures in science and engineering given at Japanese and American 
universities suggested that merely changing the language of delivery would not necessarily lead to 
the delivery of effective lectures in English. 

研究分野： 応用言語学

キーワード： 英語による講義　講義コーパス　知識伝達と知識構築　Legitimation Code Theory　教育文化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで、専門領域を「英語で講義すること」については、教授言語を日本語から英語へどのように移し替える
のかといった言語的側面が重視されてきたが、講義の教授言語が違えばその背景にある教育文化が異なることが
明らかになったことで、表層的に言語を日本語から英語へ変換するだけでは効果的な英語の講義実践にはならな
いことがわかった。そればかりか、教授言語を英語にすることで、講義に質的変化がもたらされる可能性が示唆
される。本研究は、日本の大学で「英語で講義をすること」の議論に一石を投ずると同時に、グローバル化が日
本の大学にもたらした多様な言語・教育文化の影響力と課題の所在を示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

グローバル化が高等教育にもたらした大きな変化の一つとして，大学講義の在り方の変化が
ある．日本のキャンパスでは英語で講義を行い，様々な言語背景を持つ留学生の増加に対応する
と同時に，国際的に活躍できるグローバル人材育成を推進する取組みが加速化している．多様な
言語・文化背景を持つ受講生に対して，講義担当教員は英語で講義を行わなければならない．日
本人教員が英語で専門領域の講義を行う場合，講義内容を英語でどのように置き換えるかとい
う言語的な課題に加えて，講義の組み立てや伝え方が教授者の属する教育文化の影響下にある
ことに起因する問題があるが，後者の問題はこれまであまり取り上げられてこなかった．
（Kunioshi, et al., 2019）同様に，講義を受ける側の受講生にとっても，大学の講義に対する
期待や理解は自身の教育文化の影響下にある．このことから，教授者と受講生，および母言語と
教授言語の組み合わせによって，講義の在り方にかかわる問題はこれまでになく複雑になって
いる．ここに講義比較分析の視点が生まれる． 

 

２．研究の目的 

本研究は，アメリカの大学と日本の大学で行われた理工系の講義を比較分析し，大学の講義と
教授言語の関連性を解明し，高等教育における言語・教育文化の影響を考察することを目的とし
ている．これまでに，本研究チームは理工系講義コーパス OnCAL (Online Corpus of Academic 
Lectures: http://www.oncal.sci.waseda.ac.jp) を構築している．OnCAL はアメリカの大学で
実施された理工系英語講義（412 講義）と日本の大学で実施された理工系日本語講義（116 講義）
を実装しており，日米の理工系の講義をさまざまな観点から比較分析することを可能にする．日
本語の講義内容をどのようにして英語で表現するかといった言語表現分析に緒を発した OnCAL
研究を継承して，本研究では，講義を知識伝達・知識構築過程としてとらえ，講義の中で科学的
概念がどのように説明されているかの観点から日米の講義を分析し，日米の科学教育文化の違
いを明らかにすることを目的とする． 
 

３．研究の方法 

日米の講義を日本語・英語の
言語的観点から分析すると同
時に，教育文化的な観点を取り
込んで分析するために，分析手
法として正当化コード理論
（Legitimation Code Theory, 
以下 LCT とする )（ Maton, 
2011）を用いた． LCT では 
semantic gravity（SG）と呼ば
れる語が内包する概念の抽象
度および文脈依存度に関わる
尺 度 （ 縦 軸 ） と  semantic 
density(SD)と呼ばれる語が内
包する意味の圧縮度の尺度（横
軸）が提案されており，2 尺度
の組み合わせによって 4 象限
が示される．LCT では動的に捉
えた知識構築過程において知
識が 4つの領域間を推移しなが
ら組み立てられていくとし，知
識形態移行の軌跡が描く波形
を semantic wave と呼んでい
る．LCT を大学の理工系講義に
応用すると，教授者は科学的知
識を構造化して講義を組み立
て，受講生に知識を伝達する．
科学的概念は本質的に文脈か
ら独立した抽象度の高い概念
であり，科学教育においてはこ
れらが理論・原理，公式・計算
式，図表，モデル・シミュレー
ションや実社会への応用事例
を介して説明され，紐解かれ，
受講生の理解を導いていく．4
象限の各領域では，文脈から独立した抽象的概念の提示（4 象限右上・SG-/SD+），専門語彙を用
いた事例の説明（ 4 象限 右下・SG+/SD+），日常語彙を用いた抽象的概念の説明（4 象限左上・
SG-/SD-），日常語彙を用いた日常的事例の説明（4 象限左下・SG+/SD-）が行われると考えられ

 図 1 The relationship between semantic gravity and semantic 

density (Maton, 2011) 

 図 2 Example of a semantic wave in History teaching 

（Maton, 2013） 

http://www.oncal.sci.waseda.ac.jp/


る．本研究では LCT を分析の理論的枠組みとし，semantic wave の波形形状の違いに言語・教育
文化的特徴が具現化されると着想した． 

 
 
４．研究成果 
(1) パイロットスタディによる仮説の構築 
第 1 段階として，日英講義構造比較のパイロットスタディとして OnCAL を用いて事例分析を

行い，本研究で検証すべき仮説を構築した．事例分析では講義内容が類似した日米講義をそれぞ
れ 1 講義ずつ抽出し，3 人の評価者が講義書き起こしテクストを発話文ごとに LCT の 4 領域に分
類し，4 領域でどのような推移がみられるかを分析した．その結果，図 3，図 4 が示すとおり，
英語講義では，抽象概念の提示（SG-/SD+）後の SG+/SD+領域の発話が顕著で，科学的概念を説
明するために，図や数式，シミュレーションを通して概念に文脈を付与する説明方法がとられて
いることがわかった．対照的に日本語講義では SG-/SD+を起点に SG-/SD-領域の発話が顕著で，
科学概念を説明するために，説明用語をわかりやすく日常用語化する手段がとられていること
がわかった．  
パイロットスタディでは同時に，それぞれの領域の用語の特性を調べるために，英語講義の用

語を専門用語，アカデミック用語，一般用語に分類して分布状況を比較した．用語分析には
VocabProfiler (https://www.lextutor.ca/vp/comp/)を用い，VocabProfiler の NGSL（New 
General Service List）を一般用語，NAWL（New Academic Word List）をアカデミック用語とす
るとともに，Off List を専門用語に準ずる扱いとして分析した．その結果，表１が示すような
特徴が抽出された． 
 

 

図 3 英語講義 （Chemistory05） 

 

 

図 4 日本語講義 （原子力１－１） 

 

表 1 4 領域と用語の特徴 （%） 

 NGSL（一般用語） NAWL（アカデミック用語） Off List（専門用語） 

SG-/SD+（右上領域） 88.1 6.5 5.43 

SG+/SD+（右下領域） 86.5 7.5 5.96 

SG-/SD-（左上領域） 89.1 7.2 3.74 

SG+/SD-（左下領域） 92.5 3.9 3.65 

 

これらから，以下の 2 つの仮説を構築した． 
 

1. 英語講義では語彙の抽象度を変えることなく科学的概念が説明されるのに比して，日本   
語の講義では，科学的概念を日常的語彙に落とし込んでより抽象度の低い語彙で紐解いていく
方法で講義が進められる傾向がある． 
 
2. 英語講義では専門語彙を用いた図や数式，シミュレーションなどを提示して知識の文脈性を
高めながら講義が進められるのに比して，日本語の講義では日常的経験を文脈化しながら講義
が進められる傾向がある． 

 

 

https://www.lextutor.ca/vp/comp/


(2) Semantic Density Evaluation プログラムの開発と講義解析 
次に，仮説検証のために，日英講義の semantic wave を自動化して可視化することができる語

彙自動評価プログラム Semantic Density Evaluation Program(以下 SDE プログラムとする)を開
発した．SDE プログラムは LCT 理論で提案されている横軸の SD を講義の発話における語彙特性
を指標として数値化することで，semantic waves の自動可視化をするプログラムである．
Semantic density は語が内包する意味の凝縮度・抽象度によって(＋)から(－)の軸上で相対的
に位置づけられるので，日常的に高頻度で用いられる日常用語，学術活動で用いられるアカデミ
ック用語，および学問領域固有の専門用語を意味の抽象性・凝縮性の観点から以下のように相対
的に位置づけ，時間軸上で各用語の割合を自動計算することで，波形を示す． 

  
SD-                                                             SD＋ 

一般用語      アカデミック用語      専門用語 

 
英語・日本語それぞれについて，一般用語リストとしては，NGSL(New General Service List) 

(http://www.newgeneralservicelist.org/) と 『 現 代 日 本 語 書 き 言 葉 均 衡 コ ー パ ス 』
(https://clrd.ninjal.ac.jp/bccwj/index.html)を，アカデミック語彙リストとしては，NAWL
（New Academic Word List）(http://www.newacademicwordlist.org/)と『日本語学術共通語彙
リスト Ver. 1.01』(http://www17408ui.sakura.ne.jp/tatsum/list.html)を用いた．専門語彙
リストについては，一般用語リストまたはアカデミック用語リストに分類されないものを日英
それぞれの専門語彙リストとした．プログラムの精度を高めるために，まず，英語一般用語から
Stop words と呼ばれる単語（「the」，「a」など）を spaCy (https://spacy.io/usage)を用いて
削除することで，一般語彙の出現割合が膨らむことに対応した．さらに，用語リストを精査する
目的で，chemistry（化学），physics（物理学） biology（生物学）の主要 3 分野を抽出して，
それらの専門用語リストとアカデミック用語リストを 3 人の研究者がマニュアルで修正した．
修正作業では，専門用語としての妥当性を一語づつ評価判断すると同時に，複数領域で出現する
用語はアカデミック用語リストに移行させることで，用語リストの精度を改良した．図 5，図 6
は SDE プログラムが出力した波形例である． オレンジ色が一般用語，青色がアカデミック用語，緑色

が専門用語の波形を示している． 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 英語講義 (Chemistry 05)の SD 波形 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 日本語講義（物理学：振動波動論 04）の SD 波形 

 
日米講義の波形にみられる大きな違いは，英語講義では全体的に起伏がほとんどない一方で，

日本語講義ではアカデミック用語と専門用語間で優位性が刻々と入れ替わり，波形に激しい揺
らぎが見られることである．言い換えると，日本語講義では SD 軸上での水平往来が見られ，仮
説 1 を裏付ける結果となっている． 

 
(3) テキストマイニングによる講義解析 

SDE プログラムによる semantic density の分析は LCT の横軸に関わる分析であるため，縦軸
の semantic gravity の分析を行うために，テキストマイニングを用いて講義の文脈性を分析し
た．分析には TEXT MINING STUDIOⓇ 7.1(NTT データ数理システム）を用いた.図 7，図 8 はテキ
ストマイニングによる日英講義の単語共起ネットワーク例を示している．事例として取り上げ
た英語講義においては当該講義でキーワードとなる wavelength, atom, radiation, psi を核と
して専門用語・アカデミック用語から成るネットワークが形成されていることがわかった．例え
ば wavelengthクラスタでは，共起頻度順に experiment, particle, Davidson, Germer, diagram, 
momentum, consequence が抽出され，科学史や実験，図表を導入しながらの説明となっている．
一方, 日本語講義例では「波」や「周波数」がクラスタの核となっているが，「きれい」「深い」

http://www.newgeneralservicelist.org/
https://clrd.ninjal.ac.jp/bccwj/index.html
http://www.newacademicwordlist.org/
http://www17408ui.sakura.ne.jp/tatsum/list.html
https://spacy.io/usage


「近い」「細かい」といった形容詞や，「音」「オクターブ」「和音」「人間」などの共起語が抽出
され，日常的文脈が形成されていることがわかる．日英講義のこれらの特性は，仮説 2 を裏付け
る結果となっている． 

 

 
図 7 英語講義の単語共起クラスタ例        図 8 日本語講義の単語共起クラスタ例 

 
本研究で開発した SDE プログラムおよびデータマイニングによる分析によって，日米の講義

には LCT が提唱する semantic wave に大きな相違が認められることがわかった．英語講義では
用語の抽象度を変えることなく図や数式，シミュレーションや科学史などを提示して文脈性を
高めながら知識が伝達され知識構築を促す垂直 semantic wave が特徴的である．一方，日本語講
義では日常的事象や経験に近づけて文脈を形成して科学的概念を分かりやすい用語で紐解きな
がら知識が伝達され知識構築を促す水平 semantic wave が特徴的であることがわかった． 
これまで，専門領域を「英語で講義すること」については，教授言語を日本語から英語へどの

ように移し替えるのかといった言語的側面が重視されてきたが，講義の教授言語が違えば講義
を介した知識伝達および知識構築の過程に違いがあることが明らかになり，その背景にある教
育文化の介在が示唆される．このことは，表層的に言語を日本語から英語へ変換するだけでは効
果的な英語の講義実践にはならないばかりか，教授言語を英語にすることで，講義に質的変化が
もたらされる可能性をも示している．本研究は，日本の大学で「英語で講義をすること」の議論
に一石を投ずると同時に，グローバル化が日本の大学にもたらした多様な言語・教育文化の影響
力と課題の所在を明らかにした． 
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